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1
上十三地域連携パス・ネット
ワーク協議会事業

　地域包括ケア推進の一環として、医
療資源を効果的に活用し、圏域医療
を持続的に確保するため、地域連携
パスの活用による患者紹介など病院
間の機能分担を図り、地域医療ネット
ワークの充実を図る。

既存 実施中

【25年度】
・H25.8　第1回協議会開催
・H26.1　第2回協議会開催
・H26.3　第3回協議会開催
【26年度】
・H26.7　第1回協議会開催
・H26.12　第2回協議会開催
・H27.3　第3回協議会開催（予定）

　地域連携パスの実績や各団体で抱えてい
る問題等について、情報共有を行った。

　年3回協議会を開催し、各市町村の関係機
関と情報共有とネットワークの充実を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 十和田湖診療所運営事業

　地域医療の身近な窓口として、安心
した住民生活に欠かせない一次医療
を担う十和田湖診療所の管理運営を
行うにあたり、運営経費を負担し、運
営の安定化を図る。

既存 実施中 ―

　十和田湖診療所の管理運営に係る経費を
関係市町で負担し、平日における診療を実施
することにより、十和田湖畔地区住民及び観
光客等への医療を提供することができた。

　今後も引き続き、十和田湖畔地区住民及び
観光客等の医療を確保していくため、平日に
おける診療の実施及び必要な医療機器等の
整備を行う。

○ ○

3 病児・病後児保育事業

　圏域内住民に対する子育て支援の
充実を図るため、病児・病後児（概ね
10歳未満の急性期を経過した病中病
後の児童）保育事業について、各市
町村で実施する事業の充実に努めつ
つ、関係市町村の住民に対象を広
げ、広域利用の推進を図る。

既存 実施中
　十和田市、三沢市、七戸町、おいらせ町に
おける病児・病後児保育事業の実施状況を
確認し、情報共有を行った。

・年1回程度ＷＧ開催し、需要を確認しなが
ら、サービス広域利用の推進に努める。
・子ども・子育て新制度の施行に向け各市町
村が「子ども・子育て支援事業計画」を策定
中であり、当該事業も計画に盛り込んで推進
する項目に位置づけられているため、関係市
町村が利用の見込と確保方策を今年度中に
定めるこになっていることを踏まえ、今後、広
域でのサービス提供と利用調整の協議とな
る見込み。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4
ファミリーサポートセンター事
業の研究・検討

　地域において、子育ての支援を受
けたい方と支援ができる方を会員登
録することで、会員同士で助け合う子
育て支援事業「ファミリーサポートセ
ンター事業」に関し、対象を関係市町
村の住民に拡大することについて、
効果的な実施方法の研究を行い、段
階的に広域利用を推進する。

新規
研究・検討
を実施中
(H25～)

　十和田市、三沢市、おいらせ町における
ファミリーサポートセンター事業の実施状況を
確認し、情報共有を行った。

・年1回程度のＷＧ開催し、需要を確認しなが
ら、サービスの周知を図るとともに、より広域
利用がし易いような方策の研究、検討を行
う。
・子ども・子育て新制度の施行に向け各市町
村が「子ども・子育て支援事業計画」を策定
中であり、当該事業も計画に盛り込んで推進
する項目に位置づけられているため、関係市
町村が利用の見込と確保方策を今年度中に
定めるこになっていることを踏まえ、今後、広
域でのサービス提供と利用調整の協議とな
る見込み。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 保育所広域入所に関する連携
　隣接する区域において、児童の住
居地以外の保育所の広域入所を推
進する。

既存 実施中 ―
　関係市町村間において、保育所の広域入
所を実施した。

　今後も継続して、保育所の広域入所を実施
する。

○ ○

6 介護認定審査会事業

　介護が必要な高齢者等が必要な介
護サービスを受けることができるよう
要介護等の認定を行う認定審査会業
務を上北地方教育・福祉事務組合で
行う。

既存 実施中
介護認定審査会開催回数
【25年度】　243回
【26年度】　306回（予定）

　関係市町村において、上北地方教育・福祉
事務組合の運営に必要な経費を負担し、介
護認定審査会を開催した。

　今後も継続して、上北地方教育・福祉事務
組合において介護認定審査会を開催する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7
障害者介護給付等審査会事
業

　障害者が障害特性に応じて必要な
障害福祉サービスを受けることができ
るとともに、自立した生活ができるよ
う障害支援区分の認定を行う認定審
査会業務を上北地方教育・福祉事務
組合で行う。

既存 実施中 ―
　関係市町村において、上北地方教育・福祉
事務組合の運営に必要な経費を負担し、障
害程度区分認定審査会を開催した。

　今後も継続して、上北地方教育・福祉事務
組合において認定審査会を開催する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 図書館相互利用促進事業

　圏域住民に対し、圏域内での図書
館において、それぞれの市町村の住
民と同一の基準で所蔵資料の館外貸
出を行うこと等、圏域の住民が利用し
やすい図書館閲覧環境を構築する。
　圏域内の各図書館ホームページを
相互にリンクし、関係市町村の図書
館ホームページにリンクを貼る等、圏
域の図書館情報を住民に提供する。

新規
実施中

（H26～）

【25年度】
・H25.6　第1回WG開催
・H25.12　第2回WG開催
【26年度】
・H26.5　第1回WG開催

【25年度】
　圏域図書館の相互利用の実施向けて、各
市町村の規約を確認し、その改正について
検討した。
【26年度】
・平成26年6月1日から図書館相互利用促進
事業を開始。9市町村全ての図書館を「青森
県内図書館共通利用券」なしで利用すること
ができる。
・共通ポスターを作成し、事業内容の周知し
た。

　今後の会議において、相互利用の現状等
を確認や図書の返却方法についての検討を
行う。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

No 事業名 事業概要 既存/
新規 進捗区分 会議の開催状況

【25年度】
・H26.2　第1回WG開催
【26年度】
・開催未定

取組及び進捗状況の概要 今後の方針・
会議の開催予定

連携市町村

資料４ 
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9 図書館蔵書充実事業 　幅広い蔵書の充実に努める。 既存 実施中 ― 　幅広い蔵書の充実に努めた。 　今後も幅広い蔵書の充実に努める。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 生涯学習情報提供事業

　各市町村が実施している各種講座
等について、圏域内の情報を収集・
共有する体制を整備するとともに、広
報紙やホームページなどの広報媒体
を活用して地域住民への周知する体
制を段階的に構築する。

新規
実施中

（H25～）

【25年度】
・H25.12　第1回WG開催
【26年度】
・H26.12　第1回WG開催

　生涯学習情報の情報共有について、圏域
市町村間で協議した。

　情報共有の範囲を圏域全体へ広げ、メール
等により情報共有し、ホームページ、広報等
で公開していく予定。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 英語教育推進事業

　小・中学校における英語教育の充
実を図るため、英語指導法に関する
研究会や児童・生徒のスピーチコンテ
スト等を開催する。また、英語の実践
的な訓練の場として、教員を対象とす
る研修会等を開催する。
　小中の接続を効果的に行うために
英語教育カリキュラム等に関する調
査・研究を行う。

既存 実施中

【25年度】
・H25.8　東部地区英語スピーチコンテスト開
催、十和田地区英語弁論大会開催、北地区
英語スピーチコンテスト開催、中部地区英語
スピーチコンテスト開催、小中学校英語研修
講座開催
・H25.9　上北地方英語弁論大会開催
・H25.10　英語活動科授業研究会開催
【26年度】
・H26.8　東部地区英語スピーチコンテスト開
催、十和田地区英語弁論大会開催、北地区
英語スピーチコンテスト開催、中部地区英語
スピーチコンテスト開催、小中学校英語研修
講座開催
・H26.9　上北地方英語弁論大会開催
・H26.10　英語活動科授業研究会開催

・英語弁論大会の各地区予選会、上北地方
大会を開催
・上北地方小中高教員対象に英語教育を中
心とした研修会の開催
・小学校の外国語活動から中学校の英語科
へのズムーズな接続を目指した研究会の開
催

　今年度の取組を継続実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 教育事務の委託
　県境を越えて隣接する区域におけ
る関係町の教育事務について、中心
市が委託を受けて処理する。

既存 実施中 ―
　十和田湖畔地区における教育事務を十和
田市が小坂町から受託し、実施している。

　今後も十和田湖畔地区における教育事務
を連携して行う。

○ ○

13 広域観光会議の開催

　民間企業や関係団体も交えた圏域
全体としての広域観光会議（仮称）を
開催し、圏域の観光施策の検証と圏
域全体としての広域的な観光推進事
業の在り方を検討する。

新規
協議中

（H25～）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 広域観光振興推進事業

　広域観光会議（仮称）での議論を踏
まえ、既存の広域観光マップ事業の
深化を図るとともに圏域内の主な観
光起点からの広域的な観光ルートを
開発し、圏域全体のイベント情報など
の情報発信やプロモーションを行い、
新規誘客を図る。既存の観光地のみ
でなく、紹介されていない史跡や景勝
地の紹介等地域観光資源の発掘に
努める。

新規
協議中

（H25～）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【25年度】
・H25.11　第1回WG開催
・H26.2　第2回WG開催
・H26.3　第3回WG開催
【26年度】
・H26.4　第1回WG開催

・エイト・ライン観光協議会を母体として組織
づくりを進めていく。
・WGでの意見を踏まえ、中心市で協議した叩
き台を事務レベルで改めて協議。具体案を作
成後、次回会議に諮る。

　28年度から事業費を持って展開できるよう、
再編後に合意を図るべき事項を今年度中に
洗い出し、27年度中に合意していく。

9



上十三・十和田湖広域定住自立圏共生ビジョン事業　進捗状況一覧表

十
和
田
市

三
沢
市

野
辺
地
町

七
戸
町

六
戸
町

横
浜
町

東
北
町

六

ヶ
所
村

お

い

ら

せ

町

小
坂
町

No 事業名 事業概要 既存/
新規 進捗区分 会議の開催状況 取組及び進捗状況の概要 今後の方針・
会議の開催予定

連携市町村

資料４ 

15 十和田湖観光誘客事業

　十和田湖畔地区で、自然にやさしい
十和田湖のブランドイメージが全国に
定着するよう、年間を通してエコロ
ジー事業等を展開し、観光振興を図
る。当該地域が青森県・秋田県の県
境に位置することから、小坂町と連携
し観光誘客策の検討を行うとともに、
イベントの開催や情報発信等を実施
する。

既存 実施中 ―

　休屋湖畔エリアで砂地に混入したゴミの除
去等、砂浜再生事業に取り組むとともに、奥
入瀬渓流エコロードフェスタと連動したエコプ
ログラムを実施した。

　エコな取り組みは重要なテーマであること
から、継続する方針。

○ ○

16 特産品の販路拡大

　圏域の特産物（農産物・畜産物・水
産物等）に関する情報を相互に提供
し合い、これらの特産物の販路拡大
を図っていく。
　また、圏域内の特産物等による地
域ブランド化を推進する。

既存 実施中

【25年度】
・H25.11　特産市の開催
【26年度】
・H26.11　特産市の開催

　六戸町メイプルタウンフェスタにおいて、「上
十三・十和田湖広域定住自立圏市町村特産
市」を開催した。

　中心市及び関係町村と情報共有を図りなが
ら、今後の取組内容について検討していく。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17
防災体制整備・地域防災計画
等の情報共有等

　大規模災害時における相互応援体
制を含め圏域内の防災計画等の情
報の共有を図る。
　圏域市町村間で協議の上、段階的
に合同研修や訓練等を実施する。

新規
実施中

（H25～）

【25年度】
・H25.5　十和田市総合防災訓練見学会実施
・H25.10　三沢市総合防災訓練見学会実施
【26年度】
・H26.5　十和田市総合防災訓練見学会実施
・H26.10　三沢市総合防災訓練見学会実施

　5月に行われた十和田市総合防災訓練、10
月に行われた三沢市総合防災訓練に圏域市
町村防災担当者を招き、見学会と情報交換
を行った。

　引き続き、十和田市及び三沢市の総合防
災訓練に圏域市町村防災担当者を招き、見
学会と情報交換を行う。また、圏域市町村に
おいて地域防災計画等を修正等した場合は
情報交換を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18
災害時の消防出動相互応援
事業

　各消防本部管轄区域において相互
応援出動による効果が期待できる地
域（以下、「応援地域」）について、相
互応援出動する。
　応援地域の実態を把握するため、
必要な資料の交換及び応援地域の
視察を行う。

既存 実施中
【26年度】
・Ｈ26.10　消防応援協定継続に係る会議

　小坂町の一部地域を、十和田地域広域事
務組合消防本部が消防応援協定により災害
出動している。

　これからも消防応援協定に基づき出動す
る。

○ ○

19
消防指令業務共同運用等事
業

　平成28年度からの運用開始を目指
し、消防救急無線デジタル化を含む
圏域内の消防指令業務の共同運用
に関する調査・検討を行い、実施設
計等の共同運用実施に向けた取組を
推進する。

既存 実施中

【25年度】
・上十三地域4消防本部消防通信指令事務
協議会会議（計10回）
・幹事会会議（計12回）
・専門部会会議（計5回）
【26年度】
・上十三地域4消防本部消防通信指令事務
協議会会議（計9回）
・幹事会会議（計6回）
・各定例会・専門部会会議（計17回）

【24年度】
・H25年3月上十三地域4消防本部消防通信
指令事務協議会を設置。
【25年度】
・H25年6月高機能消防指令施設及び消防救
急デジタル無線システム実施設計を、上十三
地域4消防本部が一括で業者委託を実施。
・共同指令センターの整備・運用等について
検討した。
【H26年度中の工事等進捗状況】
・十和田消防庁舎改修工事（指令センター及
び機械室部分）。
・高機能指令台等の指令センターに設置され
る機器の搬入。
・消防救急デジタル無線整備工事（北部上北
消防本部分）。

　H26・27年度に上十三地域4消防本部が共
同で高機能消防指令施設及び消防救急デジ
タル無線システムの整備を行い、H28年度に
共同指令センターの運用を開始する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20
簡易水道の共同利用の研究・
検討

　効果的かつ効率的な簡易水道の運
営を図るため、共同利用に関する研
究・検討を行う。

新規
研究・検討
を実施中
（H25～）

【25年度】
・H25.7月,10月　WG開催、・H25.10月　秋田県
協議
・H25.12月　青森県協議、・H26.3月　厚労省
協議
【26年度】
・H26.4月.5月,7月.8月WG開催

　十和田市の十和田湖畔地区から小坂町の
休平地区に水道水を常時送水する共同利用
に関する協定案の作成を進めた。

　平成28年2～3月の送水開始に向けて、平
成27年3～4月に十和田市及び小坂町におい
て事務協定を締結し、関係機関との協議を進
める。
（想定）
・H27.3～4月 協定調印
・Ｈ27.8～11月 連絡管工事(小坂町)
・H28.3月 送水開始

○ ○
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21
圏域公共交通会議（仮称）の
開催

　事業者及び関係市町村が合同で圏
域内の公共交通網について情報共
有や議論を行う場としての「圏域公共
交通会議」（仮称）を開催し、公共交
通ネットワークの維持に努める。

新規 実施中

【25年度】
・H25.11　第2回定住担当課長会議
【26年度】
・H27.2　第1回公共交通ネットワーク会議

・定住自立圏担当課長会議において、会議の
進め方を検討した。
・平成27年2月に圏域公共交通担当者で構成
する公共交通ネットワーク会議を開催し、公
共交通に係る情報交換を行った。

　年1回程度開催し、各市町村の状況を情報
共有していく。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 生活交通路線維持事業

　圏域公共交通会議の議論を踏ま
え、圏域内を結ぶ路線バス等の生活
路線を維持するため、運行事業者等
に対して支援を行う。また、コミュニ
ティバス運行事業者に対して補助を
行うとともに、コミュニティバスの利用
環境整備及び利用促進に取り組む。

既存 実施中 ―
　圏域内を結ぶ路線バス等を維持するため、
運行事業者等に対して支援を行った。

　運行事業者等に対して継続して支援を行う
とともに、国土交通省が検討している新しい
補助制度等の活用を検討していく。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 青い森鉄道利用促進等事業

　青森県、関係市町村及び事業者等
の関係機関と連携して、青い森鉄道
の各種利用促進活動に取り組む。ま
た、青い森鉄道の利便性向上及び利
用環境改善のため、駅関連施設及び
駅周辺施設等の整備を図る。

既存 実施中

【25年度】
○青い森鉄道線利活用推進協議会
・H25.4、H26.2　担当課長会議
・H25.5　総会
○三沢駅周辺整備関係
・H25.5、H26.2　庁内検討チーム
・H25.7、H26.3　関係機関連絡会議
・H25.10、H26.3　構想検討懇談会
・H25.12　住民説明会、パブコメ実施
・Ｈ26.3　基本構想策定
【26年度】
○青い森鉄道線利活用推進協議会
・Ｈ26.5　担当課長会議
・Ｈ26.5　総会
○三沢駅周辺整備関係
・Ｈ27.3　基本計画策定予定

○青い森鉄道線利活用推進協議会
　県を主体に沿線自治体、事業者が連携し、
青い森鉄道及び沿線地域の活性化を図る各
種事業を展開。（鉄道の日行事、フォトコンテ
スト、グッズ制作、環境整備等）
○三沢駅周辺整備関係
　関係機関や事業者との協議・調整を図りな
がら、27年3月までに基本計画を策定するこ
ととしている。

○青い森鉄道線利活用推進協議会
　27年度以降の展開については、協議会設
立から5年が経過することから、負担金を若
干縮減した上で、これまでと同様のスキーム
で進めて行く予定。
○三沢駅周辺整備関係
　27年度は、実施設計を行うこととしている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24
道路等のインフラ整備に関す
る要望

　圏域内の市町村間を繋ぐ幹線道路
等のインフラ整備に関する要望活動
を圏域として一体的に行う。

既存 実施中

【25年度】
・H25.12　道路整備要望活動の実施
【26年度】
・H26.12　道路整備要望活動の実施

　圏域市町村長等が、道路整備予算の確
保、上北自動車道の整備促進、下北半島縦
貫道路の整備促進等を要望した。

　圏域における新規要望を検討しつつ、要望
活動を実施していく。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 三沢空港振興会事業

　三沢空港の利便性向上のため、発
着路線の拡充など関係機関への要
望活動やプロモーション活動等を実
施する。
　需要を喚起するための利用促進活
動及びＰＲ活動等を積極的に実施す
る。

既存 実施中

【25年度】
・H25.4　第1回幹事会
・H25.5　定例総会
・H26.3　第2回幹事会
【26年度】
・H26.5　定例総会

・利用促進事業として、旅行商品を企画・造
成する者や大阪線利用者へ対する助成を実
施。
・ＰＲ事業として、就航先都市や広告媒体を
通じた各種ＰＲ活動を実施。また、むつ財団
の支援を受け、空弁開発事業を実施。
・三沢空港発着便に接続する二次交通手段
の確保を図るため実証運行を実施。

27年4月に幹事会、5月に定例総会を開催予
定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26
公共施設の相互利用促進事
業

　関係市町村の文化・スポーツ施設
等のうち、圏域住民が利用する施設
と位置づける施設について検討・調
整を行い、1まずは、圏域間で施設の
利用情報について共有すること等か
ら取組みつつ 、2市町村民と市町村
外住民に使用料金格差を設けている
などの制約があ場合には、段階的に
その調整を図り、圏域内施設の相互
利用促進を図る。

新規
協議中

（H25～）

【25年度】
・H25.12　第1回WG開催
【26年度】
・H26.12　第1回WG開催

　公共施設の段階的な相互利用の促進を想
定していることから、圏域公共施設の基本
データを収集するため、圏域公共施設相互
利用可能性調査を実施することとした。

　圏域公共施設相互利用可能性調査を実施
し、取りまとめの後、現時点で相互利用可能
な施設の一覧を作成し、ホームページ等で公
開していく。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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27
あおもりアートぐれっとパス事
業

　十和田市現代美術館、寺山修司記
念館、鷹山宇一記念美術館におい
て、3館共通パスポートの販売を行
う。また、3館が連携して広報等を行
う。

既存 実施中

【25年度】
・H25.6　第1回実行委員会
・H25.7　記者会見
【26年度】
・H26.6　第1回実行委員会
・H26.7　記者会見

【25年度】
・7～11月 チケット販売実施
・9月1日、10月19日、11月3日バスツアー実
施
【26年度】
・7～11月 チケット販売実施
・9月7日、10月19日、11月16日バスツアー実
施

・ＰＲ事業として、3館各自のホームページや
ツイッター、フェイスブック等で宣伝するほ
か、ポスター・チラシを制作し、県内外及び首
都圏へ広く配布して、利用促進に努めた。

　今後も十和田市現代美術館、寺山修司記
念館、鷹山宇一記念美術館において、3館共
通パスポート等を販売を行い、3館が連携し
て広報等を行う。

○ ○ ○

28 イベント交流事業

　圏域におけるイベント情報や地域資
源を共有し、祭りや各種イベント等に
おいて周知宣伝活動を行うとともに、
相互交流に取組む。
　圏域全体の活性化・交流促進を目
的としたイベントがある場合には、支
援を行う。

新規
実施中

（H25～）

【25年度】
・H25.10　広報担当者会議開催
【26年度】
・未定

・圏域市町村におけるイベント情報の共有を
図るため、平成25年10月に広報担当者会議
を実施した。
・広報平成25年12月号から「ぐるっとNAVI～
上十三・十和田湖広域定住自立圏情報～」
の掲載を圏域全市町村にて開始した。
・掲載記事の取りまとめは中心市が交代で行
うこととし、平成25年度は十和田市、平成26
年度は三沢市が担当した。
・イベント等における相互の交流・支援などに
ついては具体的な取り組みはまだ実施され
ていない。

・今後も「ぐるっとNAVI～上十三・十和田湖広
域定住自立圏情報～」にて継続的に圏域イ
ベント情報を発信していく。
・平成27年度は十和田市が掲載記事の取り
まとめを行う。
・圏域内の年間のイベントスケジュール等を
確認し、相互に交流・支援できるものについ
て検討・調整を行う。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 職員研修交流事業

　各市町村において実施している職
員研修に、他の関係市町村の職員を
受け入れる。また、必要に応じ、合同
で行うことが効率的、効果的とされた
テーマについては、合同での研修を
企画立案し、実施する。

新規
実施中

（H25～）

　WGにおいて、職員研修交流事業の実施に
ついて検討。下記の職員交流研修会開催し
た。
【25年度】
8月 職場のﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ（十和田市）
9月 地方自治講演会（三沢市）
10月 地域力創造研修（十和田市）
11月 接遇力向上研修（おいらせ町）
12月 ﾀｲﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修（おいらせ町）
【26年度】
 7月 法制執務研修（六ケ所村）
 8月 ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ研修（心の病の予防、
　　　介護うつ等）（十和田市）
　　　原子力に関する意見交換会（三沢市）
　　　番号制度に関する職員研修（六ケ所村）
10月 地域力創造研修（十和田市）
　　　ｸﾚｰﾑ対応（電話対応）研修
　　　（おいらせ町）
11月 意識改革（報連相ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ）
　　　研修（おいらせ町）
　　　 これからの自治体における女性職員
　　　（三沢市）
12月 政策形成（基礎）研修（十和田市）

　今後も、各市町村主催の他市町村職員が
参加可能な研修をそれぞれメール等で案内
していく。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 職員人事交流事業
　関係市町村において協議の上、必
要に応じて職員の相互交流（派遣）を
行う。

新規
協議中

（H25～）
　WGにおいて、人事交流について検討した。

　人事交流の希望があった際に、各市町村
同士で個別に相談していく。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新規計　12 実施中　8 （研究・検討の実施も含む）
協議中　4

既存計　18

25年度
・H25.7　第1回WG開催
26年度
・H26.5　第1回WG開催
・H27.2　第2回WG開催
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